





Linguistic landscape (LL) is one of the most exciting, attractive growing 
branches in the realm of sociolinguistics. Since the end of the last century, many 
cases of LL have been reported from all over the world. In order to deepen 
the theoretical exploration and support the historical study on this field, we 
need more cases describing LL in various areas and periods from different 
perspectives. 
   In this paper, we investigate the actual situation of the LL in early modern 
Shanghai through the analysis of the old photographs of Shanghai shopping 
districts taken during the 40 years from 1890 to 1929. 
   First of all, we classify the shop signs into two basic types according to the 
kind of language, the design of the sign board, and the meaning of the words 
used in the LL. The one type is the Chinese traditional style which also had 
been used in many cities before the 19th century in China. The other is the 
modernized style influenced by western culture. After describing the contents 
of each case of the LL, we explain the characteristics of the LL from historical 
sociolinguistic perspectives as follows: (1) multilingual society, (2) language 
prestige and norm, (3) language change, (4) form of industry, (5) style of 




Hymes（1974：66）は，かつて「Sociolinguistic description and taxonomy 
are joint conditions of success for understanding and explaining the 
interaction of language and social life.」（言語と社会生活の相互作用をうま
く理解し説明するためには，社会言語学的記述と分類が合同の条件なの





ナダ（Landry and Bourhis 1997），イスラエル（Ben-Rafael et al 2006），バ







































の画像だと言える。したがって，本研究の対象は 1890 ～ 1929 年，つまり





























真を 563 枚収集した。本論の事例分析に使用される写真（19 枚）は，すべ
























































撮 影 者：不詳（姚 2010：278）。















































































































れる。この景観は 1940 年代頃店舗が南京路 414 号への再移転と洋風店舗
ビルの建設に伴い , 姿を消した。















右側の店は酒 , 醤油 , 酢 , 味噌などを販売する醸造食品店で，門の上方には
固有名「張振新」と記され，右端の壁面には「官醤園」（公認醸造店）と
だけ大きく書かれている。
























































撮影時期：1901 年 7 月 16 日。
撮影場所：南京路（雲南路との交差点付近），自転車屋「踏飛」の店頭一角。





















撮影時期：1905 年 12 月 18 日。
撮影場所：南京路 375，374 号，タクシー会社の「LEE.TAI」の正面。













































「LLOYD ROAD 勞合路」，右側は「NANKING ROAD 南京路」となっている。
（３）店頭景観と道路の表記はいずれも英語と中国語による二言語使用と
なっている。




撮影場所：南京路 371 ～ 373 号，商業用雑居ビルの正面。
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事例［15］
撮影時期：1905 年 12 月 18 日。
撮影場所：南京路 371 ～ 373 号，タクシー会社「雲飛」の正面。
撮 影 者： 不詳，（1906 年 2 月 3 日のフランス新聞「LʼILLUSTRATION」
掲載，徐 2011：227）。
写真 15
記述と解説：（１）写真 15 は写真 11 の右側につながる部分で，写真
14 とは反対側の角度から撮影された同一の雑居ビルの玄関風景である。











撮影場所：静安寺路 262 ～ 266 号、洋服・洋裁店「協錩」の正面。




看板が掲げられ , 中央上部には中国語固有名「協錩」, その下には英文ロー
マ字表記で会社名「A YA CHONG & CO」, さらにその下には「TAILOR & 
OUTFITTER & WOOLLEN MERCHANT」（洋裁 , 洋装 , ウール卸売）, 右
端には英語の住所「262-266B.WELL RD」が記されている。（３）正面屋根
上の看板には「TAILOR & OUTFITTER & EXPERIENCED HAT MAKER」
（洋裁 , 洋装 , 熟練帽子製造職人）と記されている。２階の縦看板と１階店
頭柱にはそれぞれ英文店名「A YA CHONG」が記されている。店頭上部に




























撮影場所： 南京路 98 ～ 114 号（四川路との交差点），百貨店「惠羅公司」
の正面。
撮 影 者：不詳（史 1996：195）。
写真 18
記述と解説：（１）写真は 1904 年にオープンした百貨店「惠羅公司」
（Whiteaway, laidlaw & Co. Ltd.）の映像である。オーナーは二人のイギリ
ス人 Whiteaway と Laidlaw である。（２）ビル１階正面入口には中国語名
「惠羅公司」２か所と英語名「Whiteaway, laidlaw & Co. Ltd.」が表示され
る。（３）２～４階窓上の壁面には中国語と英語による店のモットー「質









撮影場所： 静安寺路 1178 号，西洋医学の薬局「REG.AL PHARMACY」
の正面。













































































































上海言語景観の中で漢字はほとんど（17 例中 16 例）毛筆体の楷書で表記
された現象が観察された。この事実から当時において各種書体の中で楷書




























間（1890 ～ 1929 年）の言語景観を 1 つの共時態として切り取ったが，対
象となる共時的言語景観の中にも通時的変化の側面が観察された。伝統的
な言語景観は事例［１］～［７］が示すように主に 40 年間の前半つまり
清朝末期の 22 年間（1890 ～ 1911 年）に撮影されたもので , 一部は事例［２］
のように早くも 1910 年代に消えたものもある。われわれは 18 世紀に描か
れた図１「姑蘇繁華圖（部分）」（1759 年）の蘇州の商店街景観に伝統的な





うに 40 年間の前半に撮影されたケースに加え , 事例［12］,［16］～［19］
のように 40 年間の後半つまり民国初期の 18 年間（1912 ～ 1929 年代）に
撮影されたケースも発見されている。これらの事例から上海言語景観の形
成は , 租界地とは言え , 最初から近代的な景観が広範囲に現れたというよ
りも , むしろまずは旧市街地に隣接する広大な空き地に伝統的な景観と近
代的な景観がほぼ同時に出現し , 伝統的な景観が大きな勢いで広がったの
ちに , 徐々に近代的な景観に浸食され , 変容していったという歴史的変遷
のプロセスが見える。のちに撮影された写真を見れば , その通時的変化の
事実が一層はっきり分かる。比較するために 1940 年頃に撮影された写真
20 を１例として上げる。写真 20 には写真６（1900 年頃）とほぼ同じ場所
が撮影されているが , かつてインパクトがあった伝統的な言語景観（食品
雑貨店「邵萬生號」）が 40 年後には周囲に洋風の建築景観に囲まれ , 存在
感を失いかけていた姿が捉えられている。
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写真 20





















































































５．租界工部局 1866 年 3 月 14 日の会議議事録には英語と中国語の路名標識配置に関す







人口は 352,050 人で，その内中国人は 98％の 345,276 人で，外国人は 1.9％の 6,774
人で，1920 年の総人口は 783,146 人で，その内中国人は 97％の 759,839 人で，外国
人は３％の 23,307 人であった。
８．租界工部局 1868 年 6 月 8 日の会議議事録には，当時工部局理事でアメリカ人宣教
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